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市地区のふらっとほぅむ（旧法務局跡地）にて、4 月 17 日（金）に

「きのこの日」、24 日（金）に「包丁研ぎの日」、28 日（火）に

「パンの日」を開催しました。 

当日は、ご近所にお住いの方やふらっとほぅむの利用者など、たくさん

の方にお越しいただき、にぎやかなひとときとなりました。 

パンやきのこの販売、包丁研ぎなどは、今後、定期的に開催する予定です。

「ちょっと寄ってみてん！」「なんか気になって～」などでも構いません。 

気軽にふらっとお立ち寄りください。  

  

  

「ふらっとほぅむ」は、地域の交流拠点として、また生活介護事業所としての役割

をあわせ持つ施設です。施設の名前には、気軽に立ち寄れて、心をフラットにでき、

みんなの“ホーム”のような場所でありたいという思いが込められています。  

「〇〇の日」今後の予定 

・きのこの日  第 3 金曜日  6/19 

・パンの日   第４火曜日  ６/23 

・包丁研ぎの日  不定期開催  6/29 

 

２１０号

２０２6 年６月

「ふらっとほぅむ」ってどんなところ？ 

ふらっとほぅむの日々の活動風

景や行事・イベントの様子をインス

タグラムで紹介しています。 

ぜひのぞいてみてください。 

（２次元コードは右下に掲載） 

募集！

4 月 24 日（金）～26 日（日）、湊地区のショッピングセンターシーパで開催された縁日で、くじ引

きやヨーヨーすくいのコーナーの事前準備から来場者の対応までを、ボランティアのみなさんと一緒に

行いました。会場は子どもたちの笑顔と歓声にあふれ、地域のにぎわいを感じるひとときとなりました。       

次回 7 月 3 日（金）４日（土）５日（日）にショッピングセンター 

シーパで開催される縁日のボランティアを募集しています。 

初めての方でも気軽にご参加ください！ 

詳しいお問い合わせは社協まで！ 

地域のイベントで

ボランティア活躍中！



 

 

★ふれあい・いきいきサロン活動のご相談は、生活支援コーディネーターへ★ 

南あわじ市社会福祉協議会 ☎ ０７９９‐４４‐３００７ 

登録サロン数 

１００カ所 
（R8.5 月現在） 

 

 

福良大正琴のみなさんが、賀集にある「風らん」

へ慰問訪問しました。 

コロナ禍以降、施設への慰問が減っていたそうで、久しぶりの

訪問に「来てもらえてうれしい」と喜びの声が聞かれました。演

奏が始まると、利用者のみなさんも自然と笑顔に。 

手でリズムを取りながら聴く人、「昔は踊りが得意やってん」 

と懐かしそうに踊る人、「さそり座の女」や「津軽海峡・冬景色」など、知っている歌を一緒に口ずさ

む人など、それぞれの楽しみ方で音楽のひとときを味わっていました。 

演奏後には、「今日はよう眠れるわ」とうれしそうに話す声も聞かれ、音楽の持つ力の大きさを改め

て感じる時間となりました。演奏者のみなさんからも、「また練習せんとあかんな」と次への意欲が聞

かれ、演奏を終えたあとの安堵に満ちた表情がとても印象的でした。 

福良大正琴のみなさんは、福良公民館で第 1・第 3 金曜日に練習されています。「興味のある方は、

ぜひ聴きに来てくださいね」と話されていました。 

 

音楽でつながるあたたかな時間

南あわじ市社会福祉協議会  

お知らせ 
いつもご覧いただき、ありがとうございます。これからはより充実した内容をお届け

するため、2カ月ごとの発行になりますが、楽しみにしていただけるとうれしいです。 

 

アフタースクールの「まちの先生」として、工作が得意な石原修さんが倭文小学校を

訪れました。今回子どもたちが挑戦したのは、「みゃくみゃく」のキーホルダーづくり。

子どもたちは手を真っ赤にしながら、一生懸命に色塗りを楽しんでいました。  

「石原さん、何歳に見える？」 そんな話題になると、「もうすぐ 90 歳」と聞いた子

どもたちも大人たちもびっくり。会場からは驚きの声が上がりました。  

石原さんが工作を始めたのは、食料品店をやめてから。「何かせんとあかん」と思ったことがきっかけだっ

たそうです。散歩の途中で見つけた木や竹、身近にある材料、割りばしの先まで活用し、「これで何ができる

かな」と考えながら作品づくりを続けています。その発想力はまさに“アイデアマン”。  

会場には、わら草履のキーホルダーや木・竹を使った手づくり作品も並び、子どもた

ちは「これどうやって作ったん？」と興味津々。わら草履の話題では、昔の暮らしや道

具の話も聞かせてくれ、ものづくりを通して自然と会話が広がっていました。  

子どもたちに楽しさと驚きを届ける石原さん。世代を超えた交流の中で、地域の知恵

や技術、ものづくりの楽しさが自然と受け継がれていき、地域の“まちの先生”として、

ますます活躍が期待されます。  

 


